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１．はじめに
　わが国では，少子化による子ども数の減少の一方で，核家族

や共働き世帯の増加，労働力人口の減少を背景とした女性の活

躍推進政策により，保育需要が急増している。厚生労働省の調

査1）からも，保育所を利用する児童の数が平成21年から平成26

年まで，毎年約４～５万人程度増加していることがわかる。

　しかし，現状の問題として，保育士及び幼稚園教諭（以下，

保育者と表記）の離職率の高さや保育人材の不足の深刻化など

があげられる。先行研究2）では，約半数の保育所及び幼稚園に

おいて，過去３年に退職した新卒保育者が存在し，このうち保

育所の81％，幼稚園の63％に在職期間３年未満の退職者が存在

していた。在職期間３年未満の早期離職の背景としては，「仕

事への適性のなさ」や「健康上の理由」があげられている。ま

た，指定保育士養成施設卒業生の卒後の動向に関する調査から

は，卒業２年目で18.4％が異なる職場に勤務していることや3），

卒業直後に就職した保育職場を現在も継続している者の割合は

年数が経つにしたがって減少する（卒業２年目64.2％，６年目

32.8％，11年目17.2％）一方で，保育職場での経験があるが現在

は就業していない者の割合は増加し（卒業2年目3.2％，６年目

19.5％，11年目32.9％），11年目では最も多い就業タイプになる
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ことが示されている4）。保育職場での経験があるが現在は就業

していないタイプは，女性保育者において顕著であり，「結婚，

出産・育児」を契機に離職しているとされる。保育職の経験は

あるが，現在は保育職場以外で就業している者の割合も年数が

経つにしたがって増加しており，保育職の離職理由の特徴とし

て，「職場の人間関係」「心身の不調」「自分の仕事に自信がな

くなった」があげられている4）。尚，幼児教育・福祉教育関連

を除く一般企業等を職場とする者は，卒業直後の6.2％から11.6

％に増加しており3），これを踏まえると，保育人材の一般企業

への流出の可能性も考えられる。さらに，保育士に特化すれば，

４分の３以上の自治体で保育士が不足しており，そのことが慢

性的な課題とされていることが，厚生労働省の調査で明らかに

されている5）。

　これらの現状を打開するには，保育者の離職要因を除外し，

働き続けられる職場環境を整備することが必要である。本研究

では，保育者のストレスの視点からこれを考える。既述したよ

うに，保育者の早期離職や保育職を離れた理由として「健康上

の理由」や「心身の不調」があげられており，保育者のストレ

スに起因する心身の健康状態の把握と改善の必要性が指摘でき

る。直近の厚生労働省の「労働者健康状況調査」6）においても，

「仕事や職業生活に関する強い不安，悩み，ストレスがある労

働者」の女性の割合が男性の割合を上回るなど，女性労働者の

ストレスの増大が懸念されている。そのため，女性が多い保育

者におけるストレス対策は喫緊の課題といえる。だが，女性労

働者のストレス対策につながる研究は乏しいのが現状である7） 8）。

保育者に関するストレス研究は近年散見され，保育者の多くが

高いストレスを抱え，ストレスの環境要因として職場における

人間関係が，個人要因としては年齢の若さや保育経験年数の少

なさが指摘されている9）10）。しかし，保育者のストレス対処力

の研究や，他職種との比較から保育者のストレスの特徴を見出

した研究などはほとんどなく，未だ不十分であるといえる。

　また，保育者のストレスは，保育の質に影響することも指摘

できる。先行研究11）では，保育者の疲労が子どもの状態を適時

適切に判断する養育姿勢に影響を与えていることが示唆されて

おり，保育者の疲労軽減が保育の質を確保するための重要な要

因であることを指摘している。既述したように，保育職を離れ

た理由として「自分の仕事に自信がなくなった」といった保育

職での自信の喪失があげられているが4），保育者のストレス対

処やストレス予防によって保育の質を確保することで，保育職

としての自信の低下を防ぐことができる可能性も考えられる。

　そこで本研究では，保育者のストレスの特徴を明らかにし，

保育者のストレス対策への示唆を行う。検討は，女性保育者と

女性企業従業員との比較を通して行う。既述したように，保育

人材の一般企業への流出の可能性も考えられることや，女性企

業従業員のストレス研究が乏しいことから，女性保育者と女性

企業従業員を比較検討することで従来のストレス研究とは異な

った視点から，保育者のストレスの特徴を示したい。そして，

保育者の離職予防や保育職場の環境整備につながるストレス対

策への示唆を行いたい。ストレスの検討においては，心理学的

職場ストレスモデル12）に則る。このモデルでは，就業環境に起

因するストレッサーに対し，ストレッサーを解決するために対

処（以下コーピングと表記）がなされ，コーピングの成功によ

りポジティブな心理的状態が引き起こされ職場適応につながる

が，コーピングの失敗により心理的ストレス反応といったネガ

ティブな状態が引き起こされ職場不適応につながるといったス

トレスプロセスが説明される。本研究では，まず，ストレスモ

デルを構成する各々の要因（職場ストレッサー，コーピング，

心理的ストレス反応）について，保育者と企業従業員の差異の

検討を行う。次に，職場ストレッサー及びコーピングが心理的

ストレス反応に与える影響について，保育者と企業従業員別に

検討を行い，ストレスプロセスの違いの検討を行う。

２．目的
　本研究では，女性保育者と女性企業従業員との比較を通して，

保育者のストレスの特徴を明らかにし，ストレス対策への示唆

を行うことを目的とする。

　既述した通り，近年，保育需要が急増する一方で，保育者の

離職率の高さや保育人材の不足の深刻化が問題となっており，

保育人材の一般企業への流出もみられる。この背景にストレス

の問題があげられ，保育者の離職予防や保育職場の環境整備に

つながるストレス対策を行う必要がある。また，これまでの研

究では，他職種との比較から保育という職種における特殊性を

明らかにした研究はほとんどない。さらに，女性企業従業員の

ストレス研究自体が乏しい。そこで，本研究では保育者と企業

従業員との比較によって，保育者のストレスの特徴を明確にし，

保育者の離職予防や保育職場の環境整備につながるストレス対

策への示唆を行うため，以下の２点の検討を行う。

　検討１：保育者と企業従業員間での職場ストレッサー，コー

　　　　　ピング，心理的ストレス反応の差異の検討。

　検討２：職場ストレッサー及びコーピングが心理的ストレス

　　　　　反応に与える影響についての保育者と企業従業員別

　　　　　の検討。

３．方法
調査時期・調査対象・分析対象
　保育者は，2014年６月～11月にかけて，東京都及び千葉県の

保育所及び幼稚園に調査を実施し，女性426名から回答を得た。

企業従業員は，2013年７月～９月にかけて，東京都を本社とす

る電子機器の製造，開発，販売を行う従業員数約2000名の企業

に調査を実施し，女性798名から回答を得た。
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　分析に用いるデータ数の差及び年代差が結果に与える影響を

除外するため，保育者と企業従業員の各年代の人数を統制し無

作為抽出を行った。その結果，分析対象は保育者と企業従業員

各女性330名（20代33.3％，30代23.3％，40代22.7％，50代以上

20.6％）となった。保育者は，保育所勤務者50.2％，幼稚園勤務

者49.8％であった。企業従業員は，事務職37.1％，営業職26.8％，

技術職36.1％であった。

調査票
　調査票は，多面的な職業性ストレス尺度である職場ストレス

スケール（Job Stress Scale-Revised EAP版）の短縮版12）13）のう

ち,職場におけるストレスの原因を測定する「職場ストレッサ

ー尺度」，ストレスへの対処方法を測定する「コーピング尺度」，

心理的なストレス状態を測定する「心理的ストレス反応尺度」

の３種類の尺度を使用した。

　職場ストレッサー尺度は，仕事の量的な負荷によるストレッ

サーとして「業務量過多」「時間的切迫」の２下位尺度，仕事

の質的な負荷によるストレッサーとして「役割不明瞭」「裁量

権不足」の２下位尺度からなる。また，本研究では本尺度に加

え，キャリアストレッサー及び職場の人間関係ストレッサーを

測定する尺度を独自で作成し追加した。キャリアストレッサー

（α=.74）は，「昇進・昇給の不満（α=.76）」「能力未発揮（α
=.81）」の２下位尺度，職場の人間関係ストレッサー（α=.80）は，
「上司との関係（α=.82）」「同僚との関係（α=.58）」の２下位尺
度からなる。回答形式は，“まったくあてはまらない”から“よ

くあてはまる”の５件法である。

　コーピング尺度は，「問題解決コーピング（具体的・実際的

な手段による対処）」「相談コーピング（上司や同僚に相談する

など社会的資源の活用による対処）」「問題放置コーピング（問

題解決から努めて遠ざかり問題解決を放棄することによる対

処）」の３下位尺度を使用した。回答形式は，“しなかった”か

ら“よくした”の４件法である。

　心理的ストレス反応尺度は，「疲労感」「イライラ感」「緊張

感」「憂うつ感」の４下位尺度の合計を使用した。回答形式は，

“まったくあてはまらない”から“よくあてはまる”の５件法

である。

　その他，調査対象者の属性を問う設問及び，保育者に対して

は，職場環境をよりよくするために必要なことや仕事で感じて

いることに関する自由記述形式の設問を設けた。

分析方法
　検討１では，職場ストレッサーとコーピングの各下位尺度得

点，及び心理的ストレス反応得点において，保育者と企業従業

員間の差を検定するｔ検定を行った。

　検討２では，職場ストレッサーとコーピングの各下位尺度得

点を説明変数，心理的ストレス反応得点を基準変数として，一

括投入法による重回帰分析を保育者と企業従業員ごとに行った。

すべての分析には，統計ソフトSPSS（Version18.0）を使用した。

倫理的配慮
　調査実施に際しては，各保育所，幼稚園，企業の許可を得る

とともに，調査協力者には，調査依頼文において調査の目的や

内容，分析処理方法，プライバシーの保護についての説明を行

い，任意の調査協力を得た。尚，本研究実施においては「聖徳

大学ヒューマンスタディに関する倫理審査委員会」の審査を受

け，承認を得ている。

４．結果・結論
検討１の結果と考察
　保育者と企業従業員間での職場ストレッサー，コーピング，

心理的ストレス反応の差異の検討を行い，結果を表１に示した。

　職場ストレッサーにおいては，保育者は企業従業員よりも「業

務量過多」，「時間的切迫」，「上司との関係」の得点が有意に高

く，「役割不明瞭」，「能力未発揮」の得点が有意に低いことが

示された。保育者は，企業従業員に比べ，仕事の量的な負担を

自覚しており，数多くの仕事を担い，常に時間に追われた状況

である一方で，仕事の質的な負担やキャリア上の負担は低く，

明確な役割や目的をもって，自身の専門知識や能力を十分発揮

しながら仕事をしていることが示唆された。先行研究では，労

働時間や業務量の多さといった仕事の量的な負担は男性の企業

従業員や管理職者で強く自覚され，役割不明瞭等の仕事の質的

な負担や能力が発揮できないといったキャリア上の負担は女性

の企業従業員や非管理職者で強く自覚されることが示されてい

る14）15）16）。保育者は，男性の企業従業員や管理職の傾向と重な

る。保育職はやりがいのある仕事だといわれ，実際，保育の仕

事にやりがいを感じている者の割合が約95％（よく感じる49.2

％，時々感じる45.5％）という調査結果もある3）。やりがいを規

定する要素は多いため，何をもってやりがいのある仕事と定義

するかは難しいが，仕事における役割や目的が不明確であり，

責任の負荷がないため主体的に取り組めず，自身の能力が発揮

できない仕事にはやりがいを感じ難いことは明白であろう。こ

れを踏まえると，保育者は，専門職であるがゆえにその責任に

伴う負荷が高い一方で，役割や目的が明確であり，専門知識や

判断力といった自身の能力が十分発揮できるやりがいのある仕

事に携わっていることがわかる。本研究の仕事で感じているこ

とに関する自由記述からも，「責任が重く仕事量が多いので持

ち帰りの仕事や残業があるが，仕事はやりがいがあり楽しい。」

「責任は大きいがやりがいのある仕事だ。」といった意見が多く

みられた。

　また，保育者は企業従業員に比べ，上司に解決法を求めても
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期待した支援が得られなかったり，上司が感情的な言動や理不

尽な言動をとるなど，上司との関係の問題をストレスの原因と

して自覚していることも示唆された。人間関係の問題は，女性

労働者のストレスの原因の第一位となっているが6），保育者は，

企業従業員と比べると特に上司との関係がストレスの原因とな

っていることがわかる。本研究の自由記述から，「困っている

ことを上司に言えない。」「上司への相談やコミュニケーション，

上司の理解が職場環境をよりよくするために必要。」といった

意見がみられ，上司等に意見を言えず，上司との意思疎通が不

十分な状況にあることが想定される。保育職の離職理由の上位

に，「職場の方針に疑問を感じた」などがあげられていること

からも4），上司に悩みや疑問，意見などを伝えやすい職場環境

を整えることの重要性が指摘できる。また，保育者では上司が

同性の女性である場合がほとんどであるが，企業従業員では，

女性の上司よりも男性の上司が多いといえる。上司の性の違い

が負担の違いに影響している可能性も考えられるが，この点に

ついてはさらなる検討が必要である。

　コーピングにおいては，保育者は企業従業員よりも「問題解

決コーピング」，「問題放置コーピング」が有意に低いことが示

された。「相談コーピング」における有意差は認められなかった。

保育者は，企業従業員に比べ，目の前の問題から離れてしばら

く放置することが少ない一方で，問題解決コーピングの採択も

少ない。この結果は，一見矛盾しているようだが，問題解決コ

ーピングとは，状況を客観的に見て問題点を明確にしたり，計

画を立ててさらに調べるといった対処である。ストレス状況に

よって採択するコーピングは異なることを踏まえると17），保育

者は，時間をかけて解決を検討する問題解決コーピングを採択

することよりも，目の前で起きている子どもの問題に即対処し

たり，問題の生起を事前に防ぐ予防的な対処を優先しなければ

ならない状況に置かれている可能性も考えられる。

　心理的ストレス反応においては，保育者は企業従業員よりも

有意に高いことが示された。保育者は，企業従業員に比べ，心

理的な疲労感や緊張感などを強く感じていることが示唆された。

近年，男性労働者よりも女性労働者がストレス反応を強く自覚

している傾向がみられる6）18）。保育者は，女性労働者の中でも

特にこの傾向が顕著な職種であることが指摘できる。また，本

研究の自由記述において，「子どもの命を預かるので精神的，

肉体的に大変な仕事である。」という意見があったり，潜在保

育士に関する先行研究5）において，潜在保育士が潜在する理由

として「責任の重さ・事故への不安」が最も高い割合となって

いることからも，保育という仕事の特徴に伴う心理的負担が，

直接的に心理的ストレス反応につながっている可能性も否定で

きない。しかし，心理的ストレス反応は，ストレッサーやコー

ピングに規定される。そこで，検討２において，職場ストレッ

サー及びコーピングが心理的ストレス反応に与える影響につい

て検討を行う。

検討２の結果と考察
　保育者と企業従業員ごとに，職場ストレッサー及びコーピン

グが心理的ストレス反応に与える影響の検討を行い，結果を表

２に示した。

　保育者では，「同僚との関係」「時間的切迫」「上司との関係」

「能力未発揮」「問題解決コーピング」「相談コーピング」「業務

量過多」「裁量権不足」「役割不明瞭」の順に心理的ストレス反

応へ有意な影響力をもつことが示された。企業従業員では，「能

力未発揮」「業務量過多」「同僚との関係」「時間的切迫」「上司

との関係」の順に心理的ストレス反応へ有意な影響力をもつが，

コーピングの心理的ストレス反応への有意な影響は認められな

表１　保育者と企業従業員の職場ストレッサー・コーピング・心理的ストレス反応の平均値と標準偏差（ｔ検定結果）

保育者
（N =330）

企業従業員
（N =330）

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値 有意確率

職
場
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

（
ス
ト
レ
ス
の
原
因
）

量的 業務量過多 8.1 （1.57） 6.3 （1.91） 13.1  *** 

ストレッサー 時間的切迫 7.9 （1.56） 4.8 （1.84） 23.8  *** 

質的 役割不明瞭 4.8 （1.75） 5.1 （1.49） -2.4 * 

ストレッサー 裁量権不足 6.0 （1.62） 6.0 （1.83） 0.4

キャリア 昇進・昇給の不満 8.6 （2.46） 8.4 （2.38） 1.0

ストレッサー 能力未発揮 7.1 （1.75） 9.1 （2.31） -12.1 ***

職場の人間関係 上司との関係 10.0 （3.35） 8.8 （3.43） 4.4 ***

ストレッサー 同僚との関係 4.5 （1.83） 4.5 （1.70） -0.6

コーピング
（ストレス対処）

問題解決コーピング 4.1 （1.56） 4.9 （1.48） -6.9 ***

相談コーピング 4.8 （1.68） 4.9 （1.74） -0.6

問題放置コーピング 3.6 （1.43） 3.9 （1.54） -2.7 **

心理的ストレス反応 24.1 （5.47） 22.4 （5.46） 4.1 ***

*p<.05,**p<.01,***p<.001
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かった。

　これらの結果から，保育者と企業従業員では，心理的ストレ

ス反応に影響を与えるストレスの原因が異なることが示された。

保育者では，職場の人間関係や仕事の量的負担が心理的ストレ

ス反応の増加に強く影響している一方で，企業従業員では，仕

事において能力が発揮できないことが強く影響している。保育

現場では，クラス担任が複数担任制をとることや，新卒者とベ

テラン保育者が一緒に仕事をすることが多く19），同僚間での連

携や支援体制が重要となる。そのため，個人の能力発揮の問題

よりも，仕事上の人間関係の問題が心理的ストレス反応に影響

していると考えられる。これは，本研究の自由記述において，

職場環境をよりよくするために「助け合いが必要。」「一人で抱

え込まずに，同僚に話したり助けてもらうことが必要。」とい

う意見が多くみられたことからもわかる。幼稚園教諭を対象と

した先行研究において，職場の人間関係や量的負担が精神的健

康に強い影響を与えることが同様に認められている20）。本研究

では，上司と同僚での影響力の違いが確認でき，上司との関係

以上に同僚との関係が心理的ストレス反応に強い影響を与える

ことが示された。

　また，本研究の仕事で感じていることに関する自由記述にお

いて「雑務に追われ余裕がない。」という意見が散見され，保

育に加えた事務仕事の多さや人員不足から個々人が時間に追わ

れ，心理的余裕のなさや疲労につながっていることがわかる。

心理的・時間的余裕のなさが，同僚への配慮や支援を妨げてい

たり，報告・連絡・相談といった意思疎通を妨げているなど，

時間的余裕のなさと同僚との関係が関連して心理的ストレス反

応に強い影響を与えている可能性も指摘できよう。

　さらに，保育者の特徴として，コーピングが心理的ストレス

反応に影響するということが示された。この傾向は企業従業員

では認められなかった。つまり，保育者は個人のストレス対処

努力によって，ストレス状況を変容させ，自身の心理的状態を

向上させていくことが可能であるということである。具体的に

は，「問題解決コーピング」の採択が心理的ストレス反応の低

減につながることが示された。この傾向は，男性の企業従業員

を対象とした先行研究においても示されている21）。検討１の結

果を踏まえると，保育者は企業従業員よりも「問題解決コーピ

ング」の採択が少ない。しかし，問題解決コーピングの心理的

ストレス反応低減効果は保育者のみで認められることから，保

育者の問題解決コーピングの実行を促していくことの重要性が

指摘できる。　

　一方で，「相談コーピング」は心理的ストレス反応を増加さ

せる対処法になっていることが示された。相談をして周囲の支

援を得たり情緒の安定を得たりすることで，ストレッサーの解

決や心理的ストレス反応の低減につながることが予測される。

しかし，保育者においては，相談コーピングの採択による負担

感の増加や疲弊といったコーピングのコスト22）が認められた。

相談コーピングは，“上司や同僚に相談するなど社会的資源の

活用による対処”である。そのため，ソーシャルサポートなど

表２　保育者と企業従業員の職場ストレッサー及び コーピングが心理的ストレス反応に与える影響（重回帰分析結果）
基準変数　：心理的ストレス反応

保育者
（N =330）

企業従業員
（N =330）

β r β r

［職場ストレッサー：ストレスの原因］

説
明
変
数

量的
ストレッサー

業務量過多 .13 * .27 *** .18 ** .35  *** 

時間的切迫 .20  *** .37  *** .16 * .38  *** 

質的
ストレッサー

役割不明瞭 .10 * .38 *** .05 .32 *** 

裁量権不足 .12 ** .38 *** .09 .32 ***

キャリア
ストレッサー

昇進・昇給の不満 -.04 .17 ** -.01 .22 ***

能力未発揮 .16 ** .19 *** .20 *** .30 ***

職場の人間関係
ストレッサー

上司との関係 .17 ** .42 *** .13 * .37 ***

同僚との関係 .29 *** .51 *** .17 ** .40 ***

［コーピング：ストレス対処］

問題解決コーピング -.14 ** -.11 * -.02 -.11 *

相談コーピング .14 ** .16 ** .04 -.02

問題放置コーピング -.01 .02 .02 .09

F 25.57 *** 15.15 ***

R .69 .59

調整済みＲ2乗 .45 .32

*p<.05,**p<.01,***p<.001
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のコーピング資源23）が不十分である場合には，相談コーピング

が心理的ストレス反応の低減に有効に機能しないといえる。本

研究の自由記述から，「意見のぶつかり合いがある。」「年代や

雇用形態で保育観の違いがある。同じクラス担任でも保育観に

違いがある。」「連携がうまくいかない。」といった状況がある

ことや，既述したような上司等に意見を言えず，意思疎通が不

十分な状況があること，さらに時間的に余裕のない状況も加わ

り，ソーシャルサポートが期待できる職場環境が整っていない

ことがわかる。保育者のような専門職は，教育や研修でのスー

パービジョンやコンサルテーションといった支援体制が整備さ

れているが，それ以上に，同じ職場で問題を共有し相談しあう

保育者間での支援体制や協力体制の重要性が指摘できる。相談

コーピングを効果的に機能させるためにも，職場の人間関係の

改善を行い，支援体制を整えるなど，コーピング資源の豊富化

が必要であるといえる。

総合的考察
　保育者のストレスの特徴とストレス対策への示唆として以下

のことがあげられる。

　まず，職場の人間関係の問題と仕事の量的負担が，主要なス

トレスの原因として心理的ストレス反応に強く影響しているこ

とがあげられる。また，これらの原因は関連しあっていること

も指摘できる。職場の人間関係の問題は，保育者の代表的なス

トレスの原因であり，離職につながりやすい要因としてもあげ

られている9）10）24）。本研究ではさらに，上司との関係は企業従

業員よりも強く自覚されている問題であること，同僚との関係

の問題は企業従業員と差異がないが，心理的ストレス反応に最

も強く影響する要因であることが示された。人間関係の改善の

ためには，意思疎通によって，連携を強化したり，保育観や方

針の統一を図ったり，相談しやすい環境を整えていくことが必

要である。しかし，人の性格や価値観，職場の雰囲気や風土な

ど人間関係に影響する多様な要素を即座に改善するのは難しい

といえる。そこで，まずは業務の効率化や役割分担，人員補充

等から業務負担の軽減を行うことで心理的・時間的余裕を高め，

支援意識や協力意識の向上によって人間関係の改善につなげて

いくことが有効ではないだろうか。

　次に，保育者は個人のストレス対処努力によって，ストレス

状況を変容させ，自身の心理的状態を向上させていけるという

ことがあげられる。心理的状態の向上には，問題解決コーピン

グの採択を促すことと，相談コーピングを有効に機能させてい

くことが必要である。コーピングは臨床的介入によって改善や

修正することが可能である。例えば，問題解決コーピングの採

択を促すためには，取り組むべき状況を客観的に捉えて問題点

を明確にすること，過去の経験を参考にしながら様々な解決方

法を考え試すこと，その問題に対して，現状出来ていることや

出来そうなこと，理想的な対処目標などを考え，計画を立てて

行動することなどが重要である。既述したように，保育者は，

問題の生起を事前に防ぐ予防的な対処を優先しなければならな

い状況に置かれている可能性も考えられる。そのため，幼稚園

や保育所で生起した問題や，子どもや保護者への対応の成功事

例等を施設間や地域の中で共有していくことで，予防的な対処

や問題解決コーピングの採択を促すことにつながるかもしれな

い。また，相談コーピングを有効に機能させるには，職場内の

支援体制や協力体制を見直し，相談しやすい環境を整えること

だけでなく，個々人が周囲の支援に気づくことやソーシャルサ

ポート源を増やしておくことなどが重要である。コーピングの

改善に焦点を当てた個人志向及び集団（組織）志向のストレス

マネジメント法も体系化されていることから14），保育者や保育

者を目指す学生を対象にストレス対処力を高めるための研修や

教育を行うことも有効であろう。

　さらに，保育者は企業従業員よりも，明確な役割や目的をも

ち，専門知識や判断力といった自身の能力が十分発揮できるや

りがいのある仕事に携わっているといえる。保育者が仕事にや

りがいを感じていることは先行研究で示されてきたが3），それ

は保育者のみを対象とした研究である。本研究では，企業従業

員との比較から保育者のやりがいにつながると思われる要因の

高さが実証された。このような保育者のポジティブな特徴を，

就労継続に活かしていくことも必要である。そのためには，組

織の方針や目的を共有した上で，保育者個々人の役割や責任を

明確にし，主体的に行動することを促したり，保育の専門性を

高める機会や活かす機会を重視することが大切であろう。

　尚，本研究の限界として，企業従業員との比較検討を行って

いるため，保育者特有のストレッサーについては検討できてい

ない点があげられる。例えば，保育現場におけるストレッサー

を測定する尺度では，保護者とのトラブルや保護者対応に関す

る因子が含まれている19） 25）。本研究の自由記述においても，「保

護者からの要求が多く，保護者対応が難しい。」「保護者との価

値観の相違やその解決がストレスになっている。」といった意

見があったが，本研究ではこのようなストレスの原因が捉えき

れていない。

　また，保育者が働き続けられる職場環境のためには，ストレ

スの視点だけでなく，保育者のワークライフバランスの視点か

らの体制作りも重要である。「結婚，出産・育児」を契機に保

育職を離れ，その後就業していない「潜在的な保育者」を減少

させることは，保育人材不足を補うものである。そのため，長

時間労働の改善や仕事と子育て等の両立支援，柔軟で多様な働

き方に対する許容といった，組織的な体制や風土づくりについ

ても検討していく必要がある。
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